
2011年 8 月 18日 

日本アミノ酸学会第５回学術大会 (JSAAS 2011) 

2011 年 11 月 4 日（金）〜 11 月 5 日（土） 

於：名古屋大学シンポジオン 

 

＜プログラム＞ 

11月 4日（金） 

11:30〜12:30 評議員会  （ポスター掲示） 

 

国際シンポジウム：アミノ酸栄養とサルコペニア 
（JSAAS – ICAAS Japan 共催） 

 

13:00-13:10  Opening Remarks  

  by Chair, Dr. Yoshiharu Shimomura 

 

13:10-13:50  Novel Nutritional and Exercise Interventions to Promote Muscle 

Growth in Aging 

  by Dr. Blake B. Rasmussen, University of Texas, USA 

 

13:50-14:30 Skeletal Muscle Interstitium: A Window into the Mechanisms 

behind Age-Related Anabolic Resistance? 

  by Dr. Melinda Sheffield-Moore, University of Texas, USA 

 

14:30-14:45 Coffee Break 

 

14:45-15:25 Effects of Aging on Protein and Amino Acid Requirements 

  by Dr. Rajavel Elango, University of British Columbia, Canada  

 

15:25-16:05 Nutritional and Exercise Intervention to Prevent Sarcopenia: 

Search for the Optimal Dose 

  by Dr. Satoshi Fujita, Ritsumeikan University, Japan 

 

16:10-16:40 Panel Discussion  →  Closing of the symposium 

 

16:40-18:00 ポスターディスカッション 

 

18:00-20:00 懇親会（ポスターディスカッション会場にて） 

 

 

11月 5日（土） 

9:00-10:00 総会 

 

10:00-10:50 基調講演（JSAAS – ICAAS Japan 共催）: 

Amino Acid Nutrition and the Integrated Stress Response 

   by Dr. Tracy G. Anthony, Indiana University, USA  

 



10:50-11:00 ブレイク 

 

11:00-11:30 一般口頭発表（1〜2 演題） 

 

11:30-12:10 特別講演「分岐鎖アミノ酸の臨床応用」（仮題） 

    岐阜大学大学院医学系研究科消化器病態学 森脇久隆 先生 

 

12:10-13:00 ランチブレーク 

 

13:00-15:00 アミノ酸と臨床栄養に関するワークショップ： 

（１）がんとアミノ酸（アミノインデックスとの関係での診断）（仮題） 

   神奈川県立がんセンター 宮城 洋平 先生 

 

（２）生活習慣病、老化とアミノ酸 

    名古屋大学大学院医学系研究科老年科学 林 登志雄 先生 

 

（３）アミノ酸代謝異常症の診断治療の進歩（仮題） 

   熊本大学大学院生命科学研究部小児科学 遠藤 文夫 先生 

 

（４）日本外科代謝栄養学会からの推薦演題 

 

15:00-15:10  ポスター表彰 → 閉会 

 

 

 

 

 

【一般発表演題について（予定）】 

一般発表の受付は、原則としてポスター発表として受け付けます。 

一般発表演題の受付は、本学会のホームページをご覧下さい。 

一般発表演題受付期間：2011 年 8 月 1 日（月）〜9 月 16 日（金） 

 

 


